
■マリンスポーツフェスタ
７月17日、御前崎港マリーナで「マリンスポーツフェスタ」が開催されました。
このイベントは、海に面した地域の特性を生かし、地域密着型の海洋スポーツ事業を
開催することで、家族や友人が気軽に海に集い、海に対する理解を深めてもらうこと
を目的に、御前崎市と牧之原市が連携して毎年開催しています。
本年は３年ぶりに参加制限無しでの開催となり、会場は市内外から訪れた527人の来
場客でにぎわいました。参加者は、カヌー（①）やバナナボート（②）、水上バイク（③）、
ヨット（④）、スタンドアップパドルボード（S

サ ッ プ

UP・⑤）、クルーザー（⑥）などを体
験しました。一番人気のバナナボートは、猛スピードで激しい水しぶきを舞い上げ、
来場客の大きな歓声が海に響きました。

■静波パラサーフィンフェスタ
７月10日、静波サーフスタジアム（人工造波施設）で、日本初となる「パラサーフィンフェ
スタ」が開催されました。
この催しは、リハビリテーション科専門医の田
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氏（①）が代表理事を務める
一般社団法人ユニバが、障がいのあるサーファーも安心して参加できるようにと、海
よりもリスクの低いウエーブプールで初めて行われたものです。
当日は全国からたくさんの選手がエントリー。選手たちはこの日のために練習してき
た技を次々と披露し、ターンの積極性や難易度、スピードやパワーを競い合いました
（②）。会場では、相良高校サーフィンサークルの生徒による静岡牧之原茶の呈茶サー
ビス（③）が行われるなど、大いににぎわいました。

■キッズサーフィンスクール
７月９日、静波海岸で「キッズサーフィンスクール」が開催されました。
この教室は、サーフィン人口の拡大と沿岸部の活性化を図るために一般社団法人日
本サーフィン連盟（NSA）が主催し、3年ぶりの開催となりました。
当日は、市内外から小学生109人が参加し、３部制でサーフィンスクールを実施。
子どもたちは大人の指導を受けながら、一生懸命にボードに立つ練習を繰り返しま
した（①②③）。教室終了後、参加した子どもたちは修了証書を受け取ると（④）、「波
に立ててうれしかった！ また来年もチャレンジしたい！」と話してくれました。


